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楽 し 学 舎 ～ Challenge 「共に前進」 ～

明けましておめでとうございます。ご家族で良き年の始めを迎えられたことと思います。昨年も、多方面で学

校の教育活動にご協力いただいたこと、改めて感謝申し上げます。

冬休みの間、子供たちは幸い大きな事故やけがもなく、楽しく過ごせたようです。ご家庭での、きめ細かなご

指導に感謝いたします。

さて、今年一年、皆様そしてお子様はどんな夢や希望、目標やめあてをもたれたでしょうか。３月の卒業式・

修了式まであと３か月をきりました。一年のまとめをしっかりとし、来るべき次年度の備えをするときです。夢や

希望、目標やめあての実現に向かって欲張ることなく、こつこつと努力を続けることが大切だと思います。

授業中に頑張って発表したり友達の発表を聞いたりすること、学習した内容を振り返り自分の力にすること、

苦手な教科を少しでも克服したり得意教科をさらに向上させたりすること、忘れ物をせずきちんと準備物をそろ

えて授業に臨むことなど、身近で小さなことでもよいので、自分の目標や課題をしっかりともち、夢や希望に向

かって努力を続けてほしいと思います。しかし、なかなか努力しても目に見えるような成果として現れないときも

あるでしょう。嫌になってやめてしまおうと思うときがあるかもしれません。そこで、子供たちには課題はそう簡単

に実現しないことが当たり前だということを実感させることも大切です。

焦らず、あきらめずにこつこつと続けることの大切さを中学生のときに実感して

ほしいと願っています。そして、その応援団としてご家族や学校が後押しを続ける

のだと考えます。

今年も職員一同、「 Team 神二」で子供たちの成長を創造していきたいと思い

ます。引き続いてのご協力・ご支援をよろしくお願いします。 校長 谷田川浩之

《２学期最終日》【12月22日 終業式】生徒代表作文発表 ※若干の加除訂正あり

１年代表 「２学期を振り返って」

私は２学期を振り返って、嬉しかったことや３学期以降に成長したいことが３つあります。

１つ目は学習面です。２学期は１学期よりさらに難しい学習内容となりました。特に数学は問題の解き方が、英語は

単語を覚えるのが難しくなりました。そのため、３学期は復習に力を入れ、学習内容を定着させることを目指します。

２つ目は生活面です。２学期は学級で時間を守れない場面が何度かありました。いつも３分前着席を呼びかけてくれ

る友人がいます。その声かけが無駄にならないように、そして、誰もが言われなくても時間を意識し、３分前着席ができ

るクラスを目指します。

３つ目は友愛祭です。初めての合唱コンクールでピアノ伴奏をしました。歌い手と合わせることを意識しながら演奏す

ることがとても難しかったけれど、とても良い経験となりました。プレッシャーも大きく、不安も大きかったのも事実です。

私は本番前日に体調を崩して欠席してしまいました。前日に休んでしまい申し訳ない気持ちで当日を迎えましたが、ク

ラスメイトは温かい雰囲気で迎えてくれました。このように多くの仲間に支えられ、合唱本番は一番きれいな合唱とな

り、金賞を受賞することができました。辛いこともありましたが、最高の思い出となりました。

２学期はこのようにたくさんのことを学びました。２学期にできなかったことが、３学期にできるように今後も頑張りたい

と思います。

２年生代表 「２学期設計プランの振り返り」

「人ってその都度自分の気持ちにちゃんと向き合わないと、負け惜しみと言い訳ばっかりうまくなっちゃうんだよ。」こ

れは、あるドラマのセリフの一部だ。これが私の原動力になるとは当時は分からなかった。

２学期入ってから、１学期よりテストを受ける機会が多くなった。毎回同じようなパターンで得意な教科は自分で

も納得のいく点数だが、苦手な教科はなかなか伸びず、ずっと低迷したままだ。

そんなある日、塾で茨城統一テストを受けた。このテストは中２でも茨城やその周辺県のおよその高校の合格

レベルが分かる。結果は全力を出したけれど、よいとは言えない。私は第１志望の高校に入ってやりたいことがあ

る。その肝心の高校も努力圏になってしまった。

後日、母が塾の定期面談に行った。母は「志望校を見直した方がいいか。」と聞いた。すると塾の先生は「まだ

今の成績で決めるのはよくない。まだまだこれから伸びしろありますよ。」と言ったらしい。私はその場に居なかっ



たので、どのような様子だったのか分からない。しかし、この会話は塾の先生が「もっとできることがあるよ。これか

らの人生設計プランまだまだ考えて。」と間接的だが私に伝えたメッセージなのかもしれない。確かにもし第１志望

の高校に受からなかったら、私は「周りの人達のレベルが高かった。先生たちの見る目がなかった。だから合格で

きなかった。」と、自分の悔しいという感情を忘れ、負け惜しみや言い訳ばかりしてしまうだろう。人はなかなか自

分の気持ちに正直になれない。だけど大切な自分の感情を忘れてはならない。

担任の先生は「３年生になる前から勉強や生活態度をしっかりしておいた方がよい。」とほぼ毎日、口酸っぱく

言っている。それが私たちにとって、高校受験を合格へと導く近道なのだろう。私は失敗して負け惜しみばかりが

うまくならないようにしたい。自分の歩きたい道を歩むために、一層、気を引き締めねばならないと感じた２学期だ

った。

３年生代表 「２学期を振り返って」

２学期を振り返って、頑張った、成長できたと思うことは３つあります。

１つ目は、入試の面接練習で自分の気持ちを表現する表現力です。私は入学試験の科目に面接があるため、各学

年の先生方に面接練習をご指導いただいています。面接では表現できる自分の強みや特徴を見つけるのにとても苦

労しました。自問自答を何度も繰り返して見つけた強みを、練習を重ねることで少しずつ表現できるようになりました。

２つ目は、継続的な学習です。面接でも失敗してしまった場合は、学力を測るテストも受験しなければならないため、

面接練習以外にも継続的な学習が必要となってきます。私の志望校は数学が重要視されるため、今学期は数学を重

点的に学習してきました。特に、空間図形や動点問題が苦手なので、過去問を解くなどして、少しずつ改善していける

ように努力しています。

３つ目は、進路選択です。私はいろいろな教科を総合的に学ぶ学校と専門的に学ぶ学校のどちらに進学するかで悩

んでいました。自分のやりたいこと、校風や学力、通学方法などなど検討すべきことが多くあり、非常に難しい選択でし

た。しかし、自分にはどうしてもやりたいことがあり、それを実現するためには専門的に学べる高校が自分に合っている

思い、志望校を決めました。

自分で決めたことには後悔をせず、やりたいことを突き詰められるように、これからも頑張っていきたいと思います。

３年代表 「２学期頑張ったこと」

２学期に入って頑張ったことは２つあります。

１つ目は「勉強」です。中学生最後であり、ラストスパートでもある３年生。３年生は受験があるため、特に実力テスト

が多く実施されます。月に１回はあり、辛く感じます。私は元々勉強が超がつくほど苦手で、実力テストがあるたびに憂

鬱でした。しかし、実力テストにも慣れてきたころ高校説明会がありました。そこで進学したい高校の説明を聞いてみる

と、ますます早く通ってみたいと感じるようになりました。そのために、以前よりも勉強しなくてはと思うようになりました。

今でもテストは憂鬱ですが、自分のために勉強をするようになりました。少しずつでもいいので勉強を続け、志望校に合

格できるように頑張りたいです。

２つ目は「制服着用」です。学校には色や型が定められた服装、つまり制服があります。中学校１年生のころは毎日

のように制服を着用していました。しかし、２年生に進級し新型コロナウィルス感染症のため、ジャージで過ごす日々が

続きました。その後、少しずつ以前の生活に戻るために制服週間が始まりました。私はそのとき、制服週間であるのに

ジャージで過ごしていたことがありました。制服週間にジャージで過ごす

ということは、学校の規則を破っていることになります。今となっては、な

ぜ制服週間なのにジャージで過ごしていたのだろうと自分でも疑問に思

います。３年生に進級し、制服が当たり前という認識がついてきて、何か

事情があるとき以外は制服を着用するように心がけています。卒業まで

残りわずか４か月もありませんが、毎日忘れずに制服を着用して、笑顔

で卒業式をむかえたいです。

この２つのことを頑張れたおかげで、以前よりもさらに自信がもてるよう

になり、高校生への第１歩を踏み出せた気がします。そして、３学期には

いよいよ受験が始まります。今まで以上に気を引き締めて、一日一日を

大切に過ごしていきたいです。 【各学年代表の発表者】

《新生徒会任命》
終業式前に新生徒会の任命を

行い、引き継ぎ式を行いました。

前生徒会長からは全校生徒へ

感謝の気持ちと新生徒会へ激励

の言葉がありました。新生徒会長

は、公約を実行に移してしていき

たいなどの抱負を発表しました。 【新生徒会メンバー】 【前生徒会メンバーの３年生】


